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1 はじめに

「ヒメノモチ」は岩手県で昭和 47年 (1972年 )に奨

励品種として採用され,矢巾・紫波町以南の北上川流域

を適地として栽培されてきた。中でも紫波町には日本一

の栽培面積を有する濡米生産団地があり,その基幹品種

として大きな役割を果たしてきた。しかし作業集中によ

る刈遅れや,天候不順年における穂発芽に伴う品質低下

がしばしば問題となつた。そのため襦米生産団地からは

ヒメノモチとの作期分散が可能で栽培特性に優れた濡品

種が望まれていた。

「もち美人」導入による「ヒメノモチ」との作期分散

により,県産襦米の市場評価向上が期待される。

2 育成経過

「もち美人」は,平成 3年 8月 ,栽培特性に優れた中

生襦品種の育成を目標として,旧岩手県立農業試験場県

南分場 (平成 9年,岩手県農業研究センター農産部銘柄

米開発研究室に改組,平成 13年 3月 廃上)において,「新

潟濡 31号」 (後の「わたばうし」)を母とし「中部襦 80

号」 を父として交配を行い,その後代から選抜育成さ

れた。

平成 4年 3月 から平成 5年 4月 にかけてFl～ F3世代

までを温室内で世代促進を行つた。平成 5年にF4世代

で個体選抜を行い,平成 6年以降は系統栽培により選抜

・固定を図つた。平成 7年に生産力検定試験,薬いもち

圃場抵抗性検定試験を開始,以降平成 13年までの間に,

穂いもち圃場抵抗性検定,いもち病真性抵抗性遺伝子型

の推定,穂発芽性検定,耐冷性検定試験,食味官能試験,

加工適性試験を実施し特性を検定した。平成 10年 F9世

代から「岩南襦 19号」の系統名で奨励品種決定試験に

供試して検討を重ねた結果,栽培特性に優れ現行品種と

の作期分散が可能でカロエ適性にも優れていることから,

平成 14年 2月 に岩手県の奨励品種として採用され,現

在品種登録申請中である。

3 特性の概要

(1)形態的特性

得長は「ヒメノモチ」「こがねもち」より短く,穂長

は [ヒ メノモチ」より短く,「こがねもち」よりも長い。

穂数は「ヒメノモチ」並みで「こがねもち」より少ない。

草型は “偏穂重型"である。得の太さは『ヒメノモチ」

並で,得質は「ヒメノモチ」並の中である。耐倒伏性は

「ヒメノモチ」よりやや強い “やや強"である。苦の多

少と長短は “稀"“極短"で色は褐色,ふ先色も褐色で

ある。着粒密度は “中",玄米千粒重は「ヒメノモチ」

よりもやや大きい (表 1)。
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(2)生態的特性

出穂期・成熟期は「ヒメノモチ」よりやや遅く,「 こ

がねもち」より早い “中生の晩"で,収量性は「ヒメノ

モチ」並みである。穂発芽性は “やや易"である。いも

ち病真性抵抗性遺伝子型は “Pれ P滋"と推定され,圃場

抵抗性は葉いもちが “やや強",穂いもちが “強"であ

る (表 1)。  障害型耐冷性は “やや強～強"で 「ヒメノ

モチ」,「こがねもち」に優る(表 2)。

(3)品質・食味

玄米の外観品質は「ヒメノモチ」並みで,「 こがねも

ち」に優る “上下"である。食味は「ヒメノモチ」並の

“上下"である。切り餅のライン生産における加工適性

は「こがねもち」並に優れる(表 3)。

4 栽培上の留意点

(1)耐倒伏性は「ヒメノモチ」に優るが,当面,窒素施

用量は「ヒメノモチ」並とする。

0)圃場抵抗性は葉いもちが “やや強",穂いもちが

“強"であり,「 ヒメノモチ」に準じたいもち病の防除

が必要である。

(3)刈取時期は当面,積算平均気温 (アメダス値)で 1,000

℃前後で黄化籾率 85%程度を目安として刈取りを行う。

(4)穂発芽性が “やや易"なので適期刈取に努める。

(5)岩手県における適応地帯は矢巾・紫波以南,北上川

流域の標高 250m以下とする。「ヒメノモチ」との作期

分散を目的に,「 ヒメノモチ」作付け地帯の約 3分の 1

に当たる 1,000haを当面の普及見込み面積とする。

表3 餅加工適性評価

ライ ン適性 製餅時,杵頭やカッター
刃への付着が少なく良妊

製餅後の硬化速度  こがねもち並
餅の自さ こがねもちより白い

(色度計  b値 ) もち美人 :(■ 5.37)
(b値低い→ 白い)こ がね もち (+605)
餅 官能検査     香 り
(こ がね もち基準)味

こ し

のび

総合評価    +04
注  1)Hll S社 (新 潟県)に よる評価。
2)岩 南濡 19号 は岩手県産 ,こ がねもちは
新潟 県産。

表1.特性の一覧表

綿 ・ 古 闘 雹 ン 呂

項 目

も例 に ヒメノモチ  こ力ヽ ユもち

早  晩  性 働   ウ 中  帥 晩
草  型   儘 國  儒 國  儒 國
出 穂  期
成  熱  期
稗 長 ω
穂 長 ω

79 9          85

181        191

明 5日     明 3日     8月 12日
9月 16日     9月 13日     9ル8日

808

166

静 Ⅳ ● 345邸 372

き2斃匠長短   稀・相短   稀・短   稀・短
ふ  先  色
脱 粒  性
耐 倒 伏 性

穂 発 芽 性

褐    黄自    褐
難    難     難
やや強    中    やや弱
やや易    易     易

耐  冷  性   
―

   中    中

対 標 準 比    103  100
まヽ 3

109

いもち

"'駆

瞥隣剋■   月れ羅
融

鵜 ち園場抵腕性  ―     強    やや弱
穂いもち¨  強   強   中

刻収量υ D まヽ 0 51 5

―

    (g) 249 227        219

品 質 総 0
検 査 等 級

43
53

23
29

33
42

注 1),事県鵬剛院セじター ←趾わ ¨

ー2)穂鶴性 ]齢絶 しヽ

一

熱 もヽち・

穆 もヽち颯職静戯慮菫

―

こよ税

3)嗣そ6輸 嵐
`卜

い → い llの93欝馳 慇凛 騒
l― m螂 ぃ Tal‐,経 Ю嗚こ

数情ヒした娩

表 2 障害型耐怜性検定結果 (岩手県農業研究センター

農産部水稲育種研究室,1995～ 2001年平均)

品種・

系統名

出穂 不稔
期  歩合 期

飴
粧

もち美人   8/23 64  C  やや強～強
ヒメノモチ  8/20 73  C   (中 )

イプキフセ  8/22 62  C   (強 )

ササミノリ  8/19 82  C  (や や弱)
トドロキワセ  8/22 45  D  (極 強)

+0

+0.2
-0 2

+0 6

オオトリ
コガネヒカリ  8/26  70  D   S沖ヨ動
トヨニシキ  8/27 89  D   S議 鴻弓)
注 1)判定欄の ()内は基準品種の判

=墓
軋

2)熟期囲 シ ヤヽコガネ,Bはアキヒカリ,Cはササ
ミノリ,Dはササニシキの各クラス。

8/25   58    D       (弱象)
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